
事業名 カンボジア王国 小学校体育科教育振興事業 （JICA 草の根技術協力事業） 

事業分類 スポーツを通じた開発支援 

支援団体 カンボジア王国 教育･青年･スポーツ省、地方教育局、モデル小学校、モデル教員養成校 

活動理由 
カンボジアでは 1970年代の内戦で、施設、人材・教材等の教育システムが根底から破壊された。パリ和平協定以降、教

育インフラの再建が進められているが、人間開発の根幹を担う情操教育には殆ど着手されず、国家の未来を担う子ども達

の健康と健全な育成を保証する上で重要な体育科教育は、クメール体操と呼ばれる簡易運動に留まっていた。そこで当会

は、教育･青年･スポーツ省、JICA、筑波大学と連携し、体育の授業の全国的な普及に向けて、2006 年から 2009 年に、指

導要領の新訂と指導書案の作成を実施、2009 年から 2012 年に、5 州 10 小学校、5 教員養成校を拠点校として、基本的な

普及基盤を確立してきた。 

 2013年 4月から 2016年 10月には、教育･青年･スポーツ省の学校体育スポーツ局が自立的に体育科教育を普及でき

る体制が確立されることを事業目標とし、教育･青年･スポーツ省の担当官の増員と育成、15 州（バッタンバン州、シェムリアッ

プ州、シアヌークビル州、クラチェ州、スヴァイリエン州、バンテアイミンチェイ州、コンポンチュナン州、プレアヴィヒア州、コンポントム州、

カンポット州、コッコン州、ラタナキリ州、ストゥントレン州、プレイヴェン州、タケオ州）での体育科教育の普及など、教育･青年･スポ

ーツ省が独自に事業成果を継続できる体制作りのための活動を実施した。 

本年度の活動概要 （2016 年 4 月～2017 年 3 月） 

1) JICA 草の根技術協力事業 

① 第 2 地域（クラチェ地域）において、クラチェ州、ラタナキリ州、ストゥントレン州の拠点校と

教員養成学校を対象とした最終評価を実施（2016 年 5 月） 

②  第 3 地域（シアヌークビル地域）において、シアヌークビル州、コッコン州、カンポット州の拠

点校と教員養成学校を対象とした最終評価を実施（2016 年 6 月） 

③  第 4 地域（バッタンバン地域）において、バッタンバン州、バンテアイミンチェイ州、コンポン

チュナン州の拠点校と教員養成学校が対象の最終評価を実施（2016 年 6 月） 

④  第 5 地域（シェムリアップ地域）において、シェムリアップ州、コンポントム州、プレアヴィヒア

州の拠点校と教員養成学校を対象とした最終評価（2016 年 7 月） 

⑤  5 地域 15 州のすべての拠点校と教員養成学校を対象とした最終評価を実施。全 46

校中 39 校を教育省認定の研究指定校に認定し、研究指定校プレートを授与 

⑥  筑波大学の岡出教授を講師として、NT、地域トレーナー、14 州の州教育局担当官、

13 州の教員養成校の校長、教員を対象とした最終の中央研修会を開催した（2016 年

7 月） 

⑦  NT と、15 州から州・郡の教育局担当官が参加して、「小学校体育の持続的普及のた

めのまとめ会議」を開催した（2016 年 9 月） 

⑧  NT6 名、サブ NT6 名に対する最終評価を実施し、その結果、NT から専門家 4 名が誕

生し、サブ NT6 名全員が NT に認定された（2016 年 9 月～10 月） 

⑨ カンボジア教育･青年･スポーツ省主催の年次総会において、事業進捗報告及び提言を

を行った（2017 年 3 月） 

２） 岡山市との連携事業（自治体国際協力促進事業：モデル事業） 

①  岡山市の小学校教員が、シェムリアップ州とプノンペン市で、現地の小学校教員、 

州・郡の教育局担当官、教員養成校教員への実技講習会（マット運動、リズム運動）

を開催（2016 年 8 月） 

②  教育省アドバイザー、学校体育スポーツ局長、NT 2 名、サブ NT6 名を岡山に招聘             

し、体育科教育の能力強化研修を行った（2016 年 10 月） 

３） シェムリアップ州、バッタンバン州、スヴァイリエン州、シアヌークビル州、クラチェ州の拠

点校へのマット配布 

４） バッタンバン州 4 小学校、スヴァイリエン州 2 小学校及びシェムリアップ州 1 小学校にお

いて教育省主導の運動会を開催 

次年度の実施計画 

• 一昨年度、昨年度と教育・青年・スポーツ省が指導書を印刷し、全国の小学校に配布した。体育科教育の更なる普

及のために教育大臣を始めとしたキーパーソンへの働きかけを継続していく。 

• 当会が地方出張の際、また教育省の独自予算による NT の地方での体育ワークショップや青年海外協力隊との連携

で体育をさらに普及してゆく。 

支援・協力団体 
（独法）国際協力機構（JICA）、筑波大学、岡山市、岡山大学、親子チャリティマラソ in おもちゃ王国実行委員会、大光電機

株式会社、チャリティディナー実行委員会、岡山市立曽根小学校、第三藤田小学校、就実中学・高校生徒会、順天中学高

等学校、岡山市立陵南小学校、岡山市立岡山中央小学校、岡山市立妹尾小学校、倉敷市立連島東小学校 

3 

 
シェムリアップ州最終評価 

 
ラタナキリ州研究指定校 
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最終の中央研修会 


